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　2019年、ゾロタヤ・オルダ（Zolotaya Orda。ジョチ・ウルス、キプチャク・ハン国、Golden 

Hordeなどとも呼ばれる。以下、本稿では「ジョチ朝」と呼ぶが、原文が「ゾロタヤ・オルダ」

の場合にはそれに従う（１））750周年（２）を記念してカザン（ロシア連邦タタールスタン共和国）

とカラガンドゥ（カザフスタン共和国）で国際会議が開催された。筆者は幸運にもその両方

に参加し、報告することができた。本稿はその参加報告である。また、カラガンドゥ会議の

際の伝ジョチ・ハン廟参詣記も付すことにしたい。

①カザン国際会議報告

　「第 6回国際ゾロタヤ・オルダ・フォーラム、パ

クス・タターリカ：ゾロタヤ・オルダ国家体制の

起源と遺産、ゾロタヤ・オルダ 750周年」という名

のもと、6月26日～ 28日にタタールスタン共和国

科学アカデミー歴史研究所において開催された。国

際ゾロタヤ・オルダ・フォーラムは 2年に 1度開催

されており、今回はその第 6回とゾロタヤ・オルダ

750周年を合わせたものとなった。プログラム上の

報告数は 82、参加国は 11か国に及んだ（図 1は本

会議のプログラム）（３）。

長峰　博之

ゾロタヤ・オルダ750周年国際会議参加報告

─ 付伝ジョチ・ハン廟参詣記 ─

中央アジア研究動向

（１） 本政権の呼称をめぐる問題については、川口・長峰［2013: 28–32］、Kawaguchi, Nagamine ［2016: 167–170］を
参照されたい。

（２） 750周年というのは、「ゾロタヤ・オルダはすでに事実上独立していたが、それは（1269年の）タラス・クリ
ルタイの決議後にようやく法的な観点で真の独立国家になった」という考え方によるものである［cf. Kratkaya 
istoriya 2019: 10 –11］。タラス河畔のクリルタイについては、村岡［1987］を参照。

（３） 本会議については、Aksanov［2019］、Uskenbai［2019］の報告も参照。

図１
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　報告は以下の部会に分かれて行われた。

「ゾロタヤ・オルダとタタール諸ハン国の国家体制：伝統、思想、革新、危機」

「中世史料における「タタール」概念：名称／術語とその保有者の歴史的来歴」

「ルーシ・ウルス：ゾロタヤ・オルダにおける古代ルーシの地の服従の諸問題」

「「タタールの道（Via Tatarica）」：大シルク・ロードにおけるゾロタヤ・オルダ」

「チンギス家諸国家における国家の貨幣政策、貨幣事業組織と貨幣流通の諸問題
（13～ 15世紀）」

　以下、筆者の関心に即して印象深かった報告を取り上げよう。Csaba Göncöl氏は、ジョチ

家のハンの系譜を『ムイーン史選』、『選史・勝利の書』、『チンギズ・ナーマ』（４）などを比較

することによって検証した。基礎的な研究であったが、新たに刊行されたテクストを積極的

に用いようとするものであった。Philip Slavin氏の報告は、14世紀のペストの流行を分析す

るためにチュー川流域の墓碑銘に注目するものであった。いわゆる「14世紀の危機」は近年

の重要な研究潮流の一つであろう（５）。R. Yu. Reva氏の報告は、15世紀の貨幣にジョチ家の

ハンたちの名とともに諸部族のベク／アミールたちの名が見出されることを紹介し、そこか

ら彼らの事績や権力のあり方を再検討する興味深いものであった（６）。V. V. Trepavlov氏はシバ

ン家が「ウズベク」という呼称を帯びるプロセスを追った。概説的な内容であったが、「ウズ

ベク」 「カザク（カザフ）」などの呼称をめぐる問題、また 13～ 14世紀のシバン家の動向は引

き続き検討すべき課題であることを再認識した（７）。Mária Ivanics氏の報告は、外交文書にも

とづいて16～17世紀の東ヨーロッパにおけるクリミア・ハン国の外交活動を分析する実証的

なものであった。その他にもクリミア・ハン国に関する報告が多く見られ、近年の同国史研

究の隆盛を物語っているように思われた（８）。筆者は、既発表論文［長峰 2003］をもとに、ジョ

（４） 本史料については、これまでタシュケント写本のみが利用できる状況にあった［ChN 2008］。しかし近年、タシュ
ケント写本にない内容を含むが長らく閲覧不可能であった写本のファクシミリ、転写テクスト、ロシア語訳
が刊行された［QT 2017］。本写本については、川口・長峰［2013: 43–44］も参照。書名や両写本の系統、異同
の問題などは今後検討されなければならない課題であろう。

（５） ジョチ朝における「14世紀の危機」に関する成果として、Schamiloglu［2017］、Khaidarov［2018］などがあ
る。日本においても「14世紀の危機」を問い直すプロジェクトが進められている［スラブ・ユーラシア 2019: 
12–18］。

（６） その成果の一部は Reva, Nedaivoda［2017］、Reva, Leonov［2018］、Zaionchkovskii［2019］などで公表されている。
（７） 関連して、「トグマク／トクマク」も検討されるべき呼称であろう。これについては、Togan［1994］が先駆的
研究であり、近年ではMustakimov［2011］、Kenzheakhmet［2017］などが論じている。13～14世紀のシバン家
については、Kostyukov［2010］が参考になる。

（８） 近年の主要な成果だけを挙げても、Zaitsev［2009］、Seityagʹyaev［2009］、Kołodziejczyk［2011］、The Crimean 
Khanate［2012］、Gulevich［2018］、Królikowska-Jedlińska［2019］などがある。学術誌 Krymskoe istoricheskoe 
obozrenie (Crimean Historical Review)の刊行も注目される。また、トルコ、ロシア、ウクライナなどで史料の
テクストや翻訳の刊行が進められている。
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チ朝左翼にとってシル川流域のスグナクが有した意義について報告した［Nagamine 2020］（９）。

　それにしても、近年の「ゾロタヤ・オルダおよびタタール諸ハン国研究センター」（カザン）

の精力的な活動ぶりには目を見張るものがある。国際ゾロタヤ・オルダ・フォーラムの開催

や学術誌 Zolotoordynskoe obozrenie (Golden Horde Review)の刊行に加えて、若手研究者の研

究書を次々と刊行すると同時に、主要史料のファクシミリや転写テクスト、ロシア語訳を続々

と世に送り出している（10）。もちろん、これらの研究の精度は個別に検証されなければならな

いが、同センターはいまやジョチ朝史研究を牽引する存在の 1つとなっているだろう。

②カラガンドゥ国際会議報告

　「サルアルカとアルトゥン・オルダ（ゾロタヤ・オル

ダ）：時間と空間、アルトゥン・オルダ 750周年にむけ

ての国際学術会議」という名のもと、10月 23日～ 25日

にかけて開催された。カザン会議に比べれば小規模で、

参加者のほとんどがカザフスタン、その他数か国から

の参加であった。プログラム上の報告数は 35で、考古

学に関する報告が多かった（図 2は本会議のプログラム）。

　ここでは、おもに歴史学に関する報告から印象深かっ

た報告を取り上げたい。Uli Schamiloglu氏はこれまでの

自身の研究をふまえ、改めてジョチ朝の部族制度およ

び部族の移動について報告した。N. Ä. Atïghaev氏は、

カザフ・ハン国に関する諸史料のうち、おもにペルシア語史料を幅広く紹介。Ä. Q. Mŭqtar

氏の報告は、諸史料の記述からジョチ朝におけるサライチクの歴史的意義を論じる興味深い

ものであった。総じて概説的な報告が多かったが、とりわけ興味深かったのは、N. 

Kenzheakhmet氏の報告であった。これまでのジョチ朝史研究ではあまり注目されてこなかっ

た『明実録』などの明代史料や中国作成の地図からジョチ朝およびカザフ・ハン国に関する

情報を抽出しようとするもので、ジョチ朝（カザフ・ハン国）史研究の新たな可能性を感じ

（９） 本会議の成果の一部は論集 Zolotoordynskoe nasledie［2019］として公表された。また、Integratsionnye protsessy 
Velikogo Shelkovogo putiとして、部分的に学術誌 Zolotoordynskoe obozrenie (Golden Horde Review)において公
表される予定である。

（10） 近年刊行されたものとして、前述のQT［2017］の他、『カランダル・ナーマ』、『天国への道』、『五族譜』、『ラシー
ド集史続編』、『イスラム・ギレイ・ハン史』、『七惑星』、『諸情報の要諦』などがある。さらに、『選史・勝利
の書』および『七惑星』のロシア語訳を準備しているとのことである。その他、Zolotaya Orda［2016］（英訳 The 
Golden Horde［2017］）の刊行も注目される。

図２
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させるものであった（11）。筆者は、『ムイーン史選』パリ写本にあるアク・オルダとキョク・

オルダの王朝表に関する報告を行った［Nagamine 2019］（12）。

　両会議に参加して、近年のジョチ朝史研究の急速な進展というものを肌で感じた。今回の

両会議はロシア語圏の研究の比重が圧倒的に高かったが、それ以外においても優れた研究が

続々となされている（13）。こうした膨大な研究成果を吸収し、そこから新たな研究を発信し

ていくことが、いまわれわれに課せられている。

③伝ジョチ・ハン廟参詣記

　カラガンドゥ会議を終え、いよいよジョチ・ハン廟参詣のエクスカーションへと出かけた。

見渡す限りの大草原を約500キロ、およそ 7時間を車で移動し、ジェズカズガンに宿泊。翌日、

さらに未舗装の道なき道を進むこと 2時間ほど、ついにジョチ・ハン廟に到着した（図 3は 

ジョチ・ハン廟の外観、内部、遠景）。
（11） その成果の一部は Kenzheakhmet［2013］、Kenzheakhmet［2017］などで公表されている。
（12） 本会議の成果は論集 Sarïarqa jäne Altïn Orda［2019］として公表された。
（13） 例えば、本稿で言及した諸研究の他に、対マムルーク朝関係を分析する Favereau［2017; 2018］、イスラーム化
の諸相を扱う論集 La Horde d’Or［2018］などがある。本稿に関連するものとして、前掲論集収録の Shingiray 
［2018］は、埋葬のあり方からジョチ朝の「土着的イスラーム（Indigenous Islam）」について考察している。

図３



62

日本中央アジア学会報　第16号

　ジョチ・ハン廟については、古くは V. V. Velʹyaminov-Zernovや V. V. Bartolʹdらによる言

及があり、野田仁による考察もある。考古学調査は A. Kh. Margulanを嚆矢として行われて

きている。こうした成果をふまえながら報告することにしたい。

　ジョチ・ハン廟は、ジェズカズガンの北東 45キロ、カラ・ケンギル川の左岸にある

［Arkheologicheskaya 1960: 148–149］。ジョチ・ハン廟と伝えられているが、モンゴル帝国初

期の君主の墓は秘されたことも鑑みて［羽田 1990: 4; 白石 2015: 316–318; 濱田 2020: 98–101］、

これが本当にジョチのものであるという確証はない。創建期も残念ながら明確ではない（14）。

ジョチの死については諸説があるが、『チンギズ・ナーマ』（1551～52年成立）はウルグ・タ

グ（ウルタウ）での狩りの際の落馬により亡くなったと伝え［ChN 2008: 7］（15）、『王の栄誉の書』

（16世紀後半成立）には「ジョチ・ハン廟（mazār-i Jūjī Khān）近くのウルグ・タグ地方」という

記述がある［ShNSh: 339b］（16）。たしかにこのジョチ・ハン廟は現在のウルタウ近郊にあり（17）、

上記の諸史料の記述と符合はする。しかしここで重要なのは、野田［2007: 8］が指摘するよ

うに、「16世紀後半において、すでにキプチャク草原（その東部がのちにカザフ草原と呼ば

れる）にジョチのものとみなされる墓廟が存在していた」ことであり、そして現在にいたる

まで崇拝対象であり続けていることであろう。参加者の 1人が、「チンギス・ハンの息子た

ちのうち、墓廟があるのはジョチ・ハンだけだ」と自負しておられたのが印象的であった。

　こうした墓廟に関して、人々が参詣しやすいように、墓廟は小高い場所、隊商または遊牧

ルート、小川や湖のそばに設けられたという Ch. Ch. Valikhanov［1984: 192–193; cf. 野田 

2007: 8］の指摘は興味深い（18）。まさにこのジョチ・ハン廟は川の近くにあり、周囲には緑が

見られ、また、小高い丘のような地形になっていた［cf. Margulan 1948: 142］。この地がジョ

チに関連付けられる以前に、何らかの墓廟ないし特別な場所があった可能性も感じさせる。

いずれにせよ、この地がいつから、そしていかにしてジョチと結び付けられるようになった

のか、その後の崇拝のあり方はどのようであったのか、このあたりにも興味深い歴史が潜ん

（14） Margulanの聞き取りによれば、かつて入口部分の装飾に創建期が記されていたが失われてしまったという。
また、Margulanは、発掘された 2体の人骨のうち、片腕のない男性人骨をジョチ、もう 1体をその妻として
いるが［Margulan 1948: 142 –143］、これは「ジョチが片腕なしで埋葬された」という伝承にもとづくもので、根
拠薄弱であろう。

（15） カザフのキュイ（器楽曲）「アクサク・クラン」も『チンギズ・ナーマ』の記述に類似した伝承を伝える［赤坂 
2005: 116, 280 –281, n. 30; Kushkumbaev, Nurmanova 2020: 82– 84］。

（16） 本史料のサンクトペテルブルグ写本については、東洋文庫所蔵のマイクロフィルムを閲覧させていただいた。
（17） ウルタウ近郊にはその他いくつかの墓廟が存在している。エディギュ（エディゲ）の墓廟（墳墓）と伝えらえる
塚もウルタウにあり［Bartolʹd 1966: 396; Valikhanov 1984: 193; 坂井 2007: 43］、叙事詩にはエディギュがウルタ
ウ山頂で死んだことを伝えるものもある［坂井 2001: 52］。これらのことは、ウルタウという場がある種の神
聖な場と認識されていたことを窺わせる。

（18） 聖なる墓廟と自然条件の関連性については、［濱田 2005］も参照。
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でいるように思われた。

　ジョチ・ハン廟のあと、近郊にあるアラシュ・ハン廟（図 4）を参詣した。アラシュはカザ

フ民族の伝説上の祖で、その廟がジョチ・ハン廟の近くにあることは大変興味深い（19）。入

口の石碑に 3ジュズ各部族のタムガが掲げられていたが（図 5）、カザフスタンの研究者たち

が「これは何部族、これは何部族」と熱心に話し込んでいた姿がまた印象的であった。

付記：本稿執筆にあたって、川口琢司氏より貴重なご助言をいただいた。ここに記して謝意

を表したい。本稿は JSPS 科研費 JP19K01029の成果の一部である。
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